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二
〇
一
九
年
度
修
士
論
文
要
旨

〔
東
洋
史
学
専
攻
〕 

一
九
世
紀
前
半
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
人
旅
行
家
の

オ
ス
マ
ン
帝
国
観

―
イ
ー
ト
ン
と
ソ
ー
ン
ト
ン
の
比
較
考
察
―シ

ル
バ
ー
マ
ン　

剛

　

現
代
の
欧
米
で
は
反
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
な
ど
に
よ
る
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒

移
民
に
対
す
る
大
き
な
反
発
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
未
だ
に
イ
ス
ラ
ー

ム
へ
の
差
別
意
識
が
根
強
く
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
本
論

文
は
、
こ
う
し
た
反
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
の
仕
組
み
に
対
す
る
新
視
点
の
提

示
を
企
図
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
一
九
世
紀
初
頭
に
オ
ス
マ
ン
帝

国
を
旅
し
た
イ
ギ
リ
ス
人
の
オ
ス
マ
ン
帝
国
観
を
分
析
す
る
方
法
的
枠
組

み
と
し
て
の
エ
ド
ワ
ー
ド
・
サ
イ
ー
ド
の
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
論
の
有
効

性
を
検
証
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
具
体
的
に
は
イ
ー
ト
ン
と
ソ
ー
ン

ト
ン
の
旅
行
記
を
用
い
、
両
者
の
オ
ス
マ
ン
帝
国
観
が
「
東
洋
」
に
対
す

る
偏
見
や
先
入
観
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
へ
の
客
観
的
視
点
の
い
ず
れ
に
基
づ

い
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
先
行
研
究
で
は
、
オ
ス
マ
ン
帝
国

を
含
む
「
東
洋
」
に
対
す
る
イ
ギ
リ
ス
人
旅
行
家
の
眼
差
し
と
オ
リ
エ
ン

タ
リ
ズ
ム
の
関
係
性
が
し
ば
し
ば
主
張
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
本
研
究
で

は
彼
ら
の
オ
ス
マ
ン
帝
国
観
が
ど
の
程
度
「
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
」
の
要

素
を
含
み
、
ま
た
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
政
治
や
宗
教
の
諸
側
面
で
そ
の
影
響

が
如
何
に
現
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　

第
一
章
「
一
六
世
紀
末
〜
一
九
世
紀
初
頭
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
人
旅
行

家
と
オ
ス
マ
ン
帝
国
」
で
は
、
イ
ー
ト
ン
と
ソ
ー
ン
ト
ン
に
よ
る
旅
行
記

執
筆
の
歴
史
的
背
景
、
そ
し
て
二
人
の
イ
ギ
リ
ス
人
旅
行
家
の
オ
ス
マ
ン

帝
国
観
に
影
響
を
与
え
た
と
み
ら
れ
る
歴
史
上
の
諸
要
素
に
つ
い
て
考
え

る
た
め
、
当
該
期
の
イ
ギ
リ
ス
・
オ
ス
マ
ン
帝
国
関
係
史
、
イ
ギ
リ
ス
人

旅
行
家
た
ち
に
関
す
る
通
時
的
な
概
観
と
そ
の
特
質
、
レ
ヴ
ァ
ン
ト
会
社

や
セ
リ
ム
三
世
統
治
下
の
改
革
な
ど
に
つ
い
て
論
じ
た
。
続
く
第
二
章

「
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
イ
ー
ト
ン
と
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
の
萌
芽
」
と
第
三
章

「
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
擁
護
者
ト
ー
マ
ス
・
ソ
ー
ン
ト
ン
」
で
は
、
イ
ー
ト

ン
と
ソ
ー
ン
ト
ン
の
人
物
や
性
格
、
そ
の
特
徴
に
注
目
し
、
旅
行
記
の
関

連
記
述
の
比
較
考
察
を
通
じ
て
両
者
の
オ
ス
マ
ン
帝
国
観
に
含
ま
れ
る
オ

リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
的
要
素
に
つ
い
て
多
面
的
な
分
析
を
試
み
、
そ
の
明
瞭

化
を
図
っ
た
。
第
四
章
「
イ
ー
ト
ン
と
ソ
ー
ン
ト
ン
の
関
係
性
」
で
は
両

者
の
間
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
論
争
を
取
り
上
げ
、
イ
ー
ト
ン
と
ソ
ー
ン
ト

ン
の
オ
ス
マ
ン
帝
国
観
の
相
違
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
そ
し
て
結
論
と
し

て
、
シ
ッ
フ
ァ
ー
の
先
行
研
究
は
イ
ー
ト
ン
の
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
的
側

面
を
強
調
し
た
が
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
の
風
俗
習
慣
に

関
す
る
彼
の
記
述
に
は
客
観
性
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
、
ソ
ー
ン
ト

ン
の
オ
ス
マ
ン
帝
国
へ
の
見
方
が
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
の
要
素
に
多
少
影

響
さ
れ
な
が
ら
も
、
客
観
的
な
視
点
が
よ
り
多
く
含
ま
れ
て
い
る
点
を
指

摘
し
た
。
ま
た
「
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
論
」
を
用
い
た
分
析
で
イ
ー
ト
ン



史
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二　
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一
六
二

と
ソ
ー
ン
ト
ン
の
オ
ス
マ
ン
帝
国
観
に
お
け
る
両
者
の
視
点
の
新
た
な
側

面
を
確
認
で
き
た
こ
と
か
ら
、
当
該
期
の
イ
ギ
リ
ス
人
旅
行
家
を
扱
う
研

究
に
お
け
る
「
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
論
」
の
有
効
性
は
、
シ
ッ
フ
ァ
ー
の

評
価
よ
り
も
高
い
と
い
う
結
論
に
至
っ
た
。

中
国
国
際
共
同
管
理
論
を
め
ぐ
る
北
京
政
府
外
交

―
臨
城
事
件
（
一
九
二
三
年
）
を
中
心
に
―

宮
脇　

雄
太

　

従
来
の
「
革
命
史
観
」
で
は
、
一
九
二
〇
年
代
後
半
ま
で
中
華
民
国
の

中
央
政
府
だ
っ
た
北
京
政
府
が
、「
軍
閥
」
支
配
の
も
と
帝
国
主
義
勢
力

に
お
も
ね
り
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
抑
圧
し
た
と
否
定
的
に
評
価
さ
れ
て

き
た
。
ま
た
「
ワ
シ
ン
ト
ン
体
制
」
論
で
は
、
日
・
米
・
英
三
カ
国
の
協

調
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
、
中
国
が
従
属
的
な
地
位
に
あ
っ
た
と
み
な
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
に
対
し
て
近
年
の
研
究
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
新

た
な
外
交
の
潮
流
の
中
で
、
北
京
政
府
の
外
交
官
が
中
国
の
国
際
的
地
位

向
上
を
図
り
、
漸
進
的
に
条
約
を
改
正
し
た
と
肯
定
的
に
評
価
し
て
き
た
。

　

こ
の
よ
う
に
評
価
の
相
反
す
る
北
京
政
府
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
そ

の
財
政
難
と
統
治
能
力
の
低
さ
と
い
う
国
内
問
題
が
い
か
に
国
際
関
係
と

関
わ
っ
た
の
か
を
論
じ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
は
、
中
国
の
混
乱

状
況
を
克
服
す
る
手
段
と
し
て
第
一
次
世
界
大
戦
後
に
列
強
当
局
で
検
討

さ
れ
、
中
国
国
内
に
も
大
き
な
反
響
を
及
ぼ
し
た
中
国
国
際
共
同
管
理
論

を
研
究
対
象
に
設
定
し
た
。
と
く
に
外
国
人
乗
客
が
人
質
と
な
っ
た
臨
城

事
件
を
取
り
上
げ
、
列
強
一
六
カ
国
の
公
使
団
が
中
国
の
鉄
道
警
備
共
同

管
理
案
を
提
起
し
た
経
緯
、
そ
の
中
国
側
の
反
応
、
北
京
政
府
の
外
交
へ

の
影
響
を
検
討
し
た
。

　

そ
の
中
で
第
一
に
、
中
国
国
際
共
同
管
理
論
は
、
北
京
政
府
の
財
政
問

題
が
背
景
に
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
パ
リ
講
和
会
議
期
・
ワ
シ
ン
ト

ン
会
議
期
の
構
想
は
、
い
ず
れ
も
北
京
政
府
の
財
政
問
題
へ
の
問
題
意
識

に
即
し
て
お
り
、
そ
れ
が
臨
城
事
件
で
の
鉄
道
共
同
管
理
構
想
に
ま
で
継

承
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
中
国
国
際
共
同
管
理
論
の
前
提
で
あ
る
北
京
政
府
の
財
政
問

題
や
統
治
能
力
へ
の
懸
念
は
列
強
側
と
中
国
輿
論
で
共
有
さ
れ
て
い
た
た

め
に
、
中
国
国
際
共
同
管
理
論
に
対
す
る
両
者
の
立
場
は
隔
た
り
が
大
き

く
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。「
鉄
路
統
一
案
」
を
め
ぐ
り
対
立
し
た

北
京
政
界
に
せ
よ
、
帝
国
主
義
に
抵
抗
す
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
し
て
描

か
れ
が
ち
な
上
海
各
界
に
せ
よ
、
列
強
当
局
や
在
華
外
国
人
に
せ
よ
、
財

政
問
題
・
憲
法
制
定
・
兵
力
削
減
な
ど
中
央
政
府
の
統
治
能
力
強
化
を
望

む
点
で
は
軌
を
一
に
し
て
い
た
。

　

第
三
に
、
中
国
輿
論
や
列
強
当
局
、
在
華
外
国
人
の
要
求
に
応
え
よ
う

と
し
た
北
京
政
府
が
、
臨
城
事
件
当
時
の
政
治
状
況
で
は
、
上
海
各
界
の

重
視
す
る
財
政
問
題
よ
り
も
、
憲
法
制
定
や
中
央
政
府
と
し
て
の
正
統
性

維
持
を
優
先
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
論
じ
た
。
そ
の
た
め
に
中
国
輿
論

は
、
内
政
干
渉
す
る
列
強
と
抵
抗
す
る
中
国
と
い
う
構
図
に
単
純
化
し
て

事
態
を
認
識
し
、
北
京
政
府
が
国
際
管
理
を
事
実
上
退
け
た
と
い
う
外
交

的
成
果
を
無
視
し
た
た
め
に
、
北
京
政
府
の
外
交
は
か
え
っ
て
正
統
性
を

損
ね
て
し
ま
っ
た
と
、
本
稿
で
は
論
じ
た
。
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〔
西
洋
史
学
専
攻
〕

生
存
の
糧
を
探
し
て

―
ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
末
期
の
マ
ド
リ
ー
ド
に
お
け
る
ア
ス
ト
ゥ

リ
ア
ス
地
方
、
ガ
リ
シ
ア
地
方
か
ら
の
出
稼
ぎ
労
働
者
の
経
験

土
肥
野　

秀
尚

　

本
研
究
は
前
近
代
に
お
け
る
農
村
か
ら
都
市
へ
の
出
稼
ぎ
労
働
者
、
具

体
的
に
は
、
一
八
世
紀
か
ら
一
九
世
紀
初
期
に
か
け
て
の
マ
ド
リ
ー
ド
に

お
け
る
ス
ペ
イ
ン
北
西
部
ア
ス
ト
ゥ
リ
ア
ス
地
方
と
ガ
リ
シ
ア
地
方
出
身

者
を
対
象
と
す
る
。
マ
ド
リ
ー
ド
は
一
六
世
紀
半
ば
の
フ
ェ
リ
ペ
二
世
期

に
ス
ペ
イ
ン
君
主
国
の
首
都
に
定
め
ら
れ
宮
廷
都
市
と
し
て
発
展
し
た
た

め
、
家
内
奉
公
人
な
ど
を
中
心
と
す
る
労
働
市
場
が
出
現
し
、
移
民
／
出

稼
ぎ
労
働
者
の
流
入
に
よ
り
急
成
長
を
遂
げ
た
。
流
入
人
口
の
中
で
、
ア

ス
ト
ゥ
リ
ア
ス
・
ガ
リ
シ
ア
出
身
者
は
、
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
地
方
出
身
者

に
次
い
で
多
数
を
占
め
、
家
内
奉
公
人
や
御
者
、
行
商
人
や
水
売
り
、
パ

ン
屋
・
製
粉
業
者
や
木
炭
製
造
者
な
ど
と
し
て
マ
ド
リ
ー
ド
経
済
の
基
礎

を
支
え
た
。

　

都
市
に
お
け
る
人
口
動
態
史
研
究
は
、
教
区
簿
冊
や
人
口
調
査
・
住
民

簿
を
使
っ
た
数
量
的
研
究
に
始
ま
り
、
救
貧
院
や
警
察
の
史
料
を
使
っ
た

貧
者
研
究
、
徒
弟
契
約
や
親
方
試
験
記
録
を
使
っ
た
ギ
ル
ド
に
属
す
る
手

工
業
者
・
商
人
の
研
究
、
遺
言
書
や
、
死
後
財
産
目
録
、
私
的
な
書
簡
を

使
っ
た
特
権
的
個
人
・
家
族
の
研
究
に
見
ら
れ
る
質
的
な
研
究
が
蓄
積
さ

れ
て
き
た
。
し
か
し
、
都
市
の
基
礎
的
な
経
済
を
支
え
て
い
た
多
く
の
出

稼
ぎ
労
働
者
は
、
史
料
の
問
題
や
歴
史
家
の
関
心
の
た
め
、「
貧
者
」
の

枠
組
み
で
一
つ
の
均
質
的
な
社
会
集
団
と
し
て
研
究
さ
れ
る
に
と
ど
ま
り
、

彼
ら
が
構
築
し
て
い
た
社
会
関
係
や
稼
い
だ
財
産
、
家
族
・
親
族
や
同
郷

人
を
中
心
に
と
る
こ
と
が
で
き
た
戦
略
に
つ
い
て
の
経
験
的
な
研
究
は
不

十
分
で
あ
っ
た
。

　

本
論
文
で
は
マ
ド
リ
ー
ド
公
証
人
歴
史
文
書
館
（A

rchivo H
istórico 

de Protocolos de M
adrid

）
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
マ
ド
リ
ー
ド
王
立
病

院
で
残
さ
れ
た
遺
言
書
と
「
貧
困
申
告
書
（declaración de 

pobreza

）」
と
い
う
マ
ド
リ
ー
ド
に
し
か
存
在
し
な
い
特
殊
な
民
衆
の

遺
言
書
を
用
い
て
、
マ
ド
リ
ー
ド
に
お
け
る
ア
ス
ト
ゥ
リ
ア
ス
・
ガ
リ
シ

ア
出
身
者
の
特
徴
、
生
活
条
件
そ
し
て
彼
ら
が
形
成
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

と
生
存
戦
略
を
分
析
し
た
。
こ
れ
ら
の
史
料
に
現
れ
る
賃
金
の
未
払
い
や

現
金
の
貸
し
借
り
の
情
報
、
す
な
わ
ち
、
近
世
の
特
徴
的
な
社
会
関
係
で

あ
る
「
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
信
用
貸
し
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
か
ら
出
稼
ぎ
労

働
者
独
自
の
戦
略
と
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
形
成
の
要
因
の
分
析
を
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
る
。

　

本
論
で
は
ま
ず
、
一
八
世
紀
の
最
初
、
半
ば
、
最
後
の
各
十
年
間
を
サ

ン
プ
ル
に
と
っ
た
人
口
、
性
別
、
婚
姻
状
況
、
職
業
の
数
量
的
分
析
を
通

し
て
、
研
究
対
象
の
全
体
的
特
徴
を
明
ら
か
に
し
、
質
的
に
研
究
す
べ
き

職
業
の
特
定
を
行
う
。
続
い
て
、
出
稼
ぎ
労
働
者
の
生
活
条
件
に
つ
い
て
、

個
別
事
例
を
通
し
て
彼
ら
が
直
面
し
て
い
た
様
々
な
困
難
を
説
明
す
る
。

最
後
に
、
生
存
の
危
機
と
の
境
界
に
あ
っ
た
こ
れ
ら
の
出
稼
ぎ
労
働
者
が

い
か
な
る
生
存
戦
略
を
と
っ
て
い
た
の
か
を
、
家
内
奉
公
人
、
水
売
り
、
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パ
ン
屋
・
製
粉
業
者
、
農
業
日
雇
い
労
働
者
・
リ
ネ
ン
の
行
商
人
と
い
っ

た
代
表
的
な
職
業
に
注
目
し
て
分
析
す
る
。「
出
稼
ぎ
」
の
視
点
を
加
え

る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
述
べ
ら
れ
て
き
た
一
般
的
な
「
貧
者
の
生
存
戦

略
」
を
乗
り
越
え
、
そ
の
先
に
多
様
な
出
稼
ぎ
労
働
者
独
自
の
戦
略
が
存

在
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

ハ
ン
ブ
ル
ク
に
お
け
る
「
ア
ー
リ
ア
化
」

一
九
三
三
―
一
九
三
八
年

―
ユ
ダ
ヤ
人
経
営
を
め
ぐ
る
社
会
的
状
況
―

宮
田　

沙
矢
子

　
「
ア
ー
リ
ア
化
」
と
は
、
広
義
で
ユ
ダ
ヤ
人
へ
の
経
済
的
迫
害
と
生
活

基
盤
の
破
壊
、
狭
義
で
ユ
ダ
ヤ
人
の
財
産
や
経
営
の
「
ア
ー
リ
ア
人
（
ド

イ
ツ
人
）」
へ
の
譲
渡
、
売
却
と
い
っ
た
財
産
移
譲
を
指
す
。
こ
の

「
ア
ー
リ
ア
化
」
は
、
ナ
チ
支
配
確
立
の
一
九
三
三
年
以
降
地
域
ご
と
に

実
行
さ
れ
、
一
九
三
八
年
一
一
月
ポ
グ
ロ
ム
後
に
全
国
的
に
過
激
化
し
た
。

　

一
九
九
七
年
の
フ
ラ
ン
ク
・
バ
ヨ
ー
ル
に
よ
る
ハ
ン
ブ
ル
ク
の
個
別
研

究
以
降
、「
ア
ー
リ
ア
化
」
の
研
究
は
多
く
の
地
域
を
対
象
に
行
わ
れ
て

き
た
。
し
か
し
長
年
、
国
家
や
地
方
行
政
機
関
、
ド
イ
ツ
人
企
業
家
や
一

般
の
ド
イ
ツ
人
な
ど
加
害
者
の
関
与
に
つ
い
て
の
み
分
析
が
行
わ
れ
て
い

た
。
二
〇
一
〇
年
代
に
新
た
な
研
究
の
潮
流
が
生
じ
、
被
害
者
の
ユ
ダ
ヤ

人
経
営
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
研
究
動
向
を
踏
ま
え
、
本
稿
で
は
ハ
ン
ブ
ル
ク
の
「
ア
ー
リ

ア
化
」
に
つ
い
て
、
一
九
三
三
年
か
ら
一
九
三
八
年
を
対
象
に
再
検
討
し

た
。
イ
ナ
・
ロ
レ
ン
ツ
、
ヨ
ル
ク
・
ベ
ル
ケ
マ
ン
編
集
の
史
料
集
『
ナ
チ

国
家
に
お
け
る
ハ
ン
ブ
ル
ク
・
ユ
ダ
ヤ
人
一
九
三
三
年
か
ら
一
九
三
八
／

三
九
年
』
を
利
用
し
、
行
政
史
料
、
新
聞
記
事
、
ユ
ダ
ヤ
人
共
同
体
史
料
、

日
記
や
回
顧
録
な
ど
の
個
人
的
史
料
を
包
括
的
に
参
照
す
る
こ
と
で
、
従

来
の
研
究
と
は
異
な
り
、
加
害
者
、
被
害
者
ど
ち
ら
か
で
は
な
く
、
両
者

の
対
応
、
行
動
と
そ
の
相
互
作
用
を
分
析
し
、
対
象
期
間
の
ハ
ン
ブ
ル
ク

の
「
ア
ー
リ
ア
化
」
の
特
徴
と
プ
ロ
セ
ス
の
実
態
の
解
明
を
目
指
し
た
。

特
に
州
、
市
当
局
と
の
関
係
か
ら
イ
ス
ラ
エ
ル
病
院
、
国
家
総
督
、
都
市

の
経
済
諸
機
関
お
よ
び
ラ
イ
ヒ
経
済
省
と
の
関
係
か
ら
バ
イ
ヤ
ス
ド
ル
フ

株
式
会
社
、
Ｍ
・
Ｍ
・
ヴ
ァ
ー
ル
ブ
ル
ク
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ
ー
の
事

例
を
取
り
上
げ
、
分
析
を
行
っ
た
。

　

一
九
三
八
年
六
月
一
四
日
の
帝
国
市
民
法
第
三
政
令
に
よ
る
「
ユ
ダ
ヤ

人
営
業
経
営
」
の
法
的
定
義
ま
で
、
迫
害
対
象
と
な
っ
た
経
営
の
性
質
の

把
握
は
困
難
で
あ
り
、
各
経
営
の
経
営
状
況
、
規
模
、
重
要
性
を
考
慮
し
、

恣
意
的
に
判
断
さ
れ
た
。
経
済
的
、
政
治
的
に
不
安
定
だ
っ
た
ハ
ン
ブ
ル

ク
で
は
、
国
家
総
督
や
市
政
府
大
臣
な
ど
都
市
の
指
導
者
や
政
策
実
行
機

関
の
州
、
市
行
政
の
各
当
局
に
は
戦
術
的
な
慎
重
さ
が
存
在
し
、
彼
ら
は

前
述
の
状
況
の
も
と
、
反
セ
ム
主
義
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
貫
徹
よ
り
都
市
の

利
害
を
重
視
し
「
ア
ー
リ
ア
化
」
に
関
与
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

ま
た
、
ユ
ダ
ヤ
人
経
営
者
に
は
経
営
維
持
の
た
め
の
行
動
の
余
地
を
与
え

ら
れ
、
彼
ら
は
事
業
内
容
の
変
更
や
集
中
化
、
人
事
改
革
な
ど
の
実
施
が

可
能
で
あ
っ
た
。
都
市
の
指
導
者
、
各
当
局
は
こ
れ
ら
の
ユ
ダ
ヤ
人
た
ち

の
行
動
に
も
柔
軟
に
対
応
、
時
に
は
譲
歩
、
保
護
す
る
立
場
を
と
っ
て
い
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た
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

以
上
の
よ
う
な
分
析
と
考
察
を
通
し
て
、「
ユ
ダ
ヤ
人
営
業
経
営
」
定

義
以
前
の
「
ア
ー
リ
ア
化
」
の
分
析
に
「
加
害
者
ド
イ
ツ
人
」「
被
害
者

ユ
ダ
ヤ
人
」
と
い
う
二
項
対
立
の
視
点
は
有
効
か
、
と
い
う
問
題
が
浮
き

彫
り
に
な
っ
た
。
今
後
は
両
者
を
「
当
事
者
」
と
し
て
同
じ
く
扱
い
、
彼

ら
が
「
ア
ー
リ
ア
化
」
を
通
じ
て
ど
の
よ
う
に
社
会
に
「
包
摂
」、「
排

除
」
さ
れ
て
い
っ
た
か
を
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

〔
民
族
学
考
古
学
専
攻
〕

鳥
浜
貝
塚
出
土
ニ
ホ
ン
ジ
カ
遺
体
の
死
亡
時
季

―
非
破
壊
分
析
に
基
づ
く
再
検
討
―

佐
藤　

巧
庸

　

福
井
県
鳥
浜
貝
塚
は
「
縄
文
の
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
」
と
の
代
名
詞
を
有

す
る
ほ
ど
、
縄
文
土
器
や
石
器
に
加
え
て
、
有
機
質
遺
物
が
良
好
な
保
存

状
態
で
大
量
に
出
土
し
た
。
そ
れ
ら
の
遺
物
に
対
し
、
縄
文
時
代
に
お
け

る
人
間
活
動
の
復
元
を
目
的
と
し
た
先
駆
的
研
究
が
、
領
域
横
断
的
な
研

究
調
査
体
制
の
下
で
多
数
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
ニ
ホ
ン
ジ

カ
の
狩
猟
時
季
に
つ
い
て
は
、
冬
季
中
心
説
（
西
田
一
九
八
〇
、
大
泰
司

一
九
八
〇
）
と
夏
季
中
心
説
（
内
山
二
〇
〇
七
）
の
相
反
す
る
二
説
が
説

か
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
当
否
を
検
討
す
る
こ
と
が
遺
跡
の
性
格
を
考

え
る
上
か
ら
も
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
本
研
究
で
は
、
鳥

浜
貝
塚
に
お
け
る
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
狩
猟
時
季
の
再
考
を
試
み
た
。

　

第
一
に
両
説
の
論
拠
と
な
っ
て
い
る
資
料
群
を
対
象
と
し
て
資
料
観
察

と
分
析
を
行
い
、
先
行
研
究
に
お
け
る
死
亡
時
季
推
定
法
の
妥
当
性
を
方

法
論
的
に
検
証
す
る
。
第
二
と
し
て
、
複
数
の
実
施
可
能
な
非
破
壊
に
よ

る
死
亡
時
季
推
定
方
法
を
用
い
て
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
死
亡
時
季
の
査
定
を
試

み
、
鳥
浜
貝
塚
に
お
け
る
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
狩
猟
時
季
を
再
考
し
た
。

　

内
山
氏
が
提
唱
す
る
夏
季
中
心
説
は
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
死
亡
個
体
欠
落

範
囲
へ
の
解
釈
、
骨
と
歯
の
サ
イ
ズ
並
び
に
、
そ
れ
ら
の
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ

ン
の
異
な
る
現
生
資
料
群
と
遺
跡
出
土
資
料
群
を
比
較
す
る
こ
と
に
方
法

論
的
な
瑕
疵
が
あ
り
、
支
持
し
得
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
対
し
、
西

田
・
大
泰
司
氏
に
よ
る
セ
メ
ン
ト
質
年
輪
の
検
討
に
基
づ
く
冬
季
中
心
説

に
つ
い
て
は
、
一
部
の
対
象
資
料
を
再
検
鏡
し
た
が
、
今
回
観
察
で
き
た

資
料
数
が
少
な
い
た
め
に
、
成
果
の
可
否
に
つ
い
て
判
断
を
し
か
ね
る
。

　

そ
の
上
で
、
①
マ
イ
ク
ロ
Ｃ
Ｔ
を
用
い
た
セ
メ
ン
ト
質
年
輪
の
観
察
、

②
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
に
よ
る
歯
の
萌
出
・
交
換
状
況
の
精
査
、
③
周
年
的

形
成
過
程
を
も
つ
鹿
角
の
出
土
割
合
の
検
討
、
以
上
３
つ
の
非
破
壊
的
な

死
亡
時
季
推
定
を
行
っ
た
。
①
マ
イ
ク
ロ
Ｃ
Ｔ
を
用
い
た
観
察
は
、
セ
メ

ン
ト
質
年
輪
そ
の
も
の
の
形
成
が
微
小
で
あ
る
こ
と
と
合
わ
せ
て
機
器
の

分
析
能
の
限
界
の
た
め
に
、
現
時
点
で
は
困
難
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

ま
た
、
②
歯
の
萌
出
・
交
換
に
基
づ
く
死
亡
時
季
推
定
の
結
果
、
雌
ニ
ホ

ン
ジ
カ
の
群
れ
に
伴
う
幼
若
獣
の
遺
体
は
、
秋
季
か
ら
冬
季
に
か
け
て
死

亡
し
た
個
体
が
集
中
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
さ
ら
に
、
③
雄

ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
み
に
形
成
さ
れ
、
周
年
的
に
生
え
換
わ
る
鹿
角
を
検
討
し

た
と
こ
ろ
、
秋
季
か
ら
冬
季
に
死
亡
し
た
個
体
に
由
来
す
る
枯
角
が
出
土
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鹿
角
の
主
体
を
占
め
て
お
り
、
そ
れ
ら
鹿
角
は
主
に
狩
猟
活
動
に
よ
っ
て

遺
跡
に
持
ち
込
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
し
た
。
非
破
壊
的
な

手
法
を
用
い
た
分
析
結
果
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
は
秋
季
か
ら
冬
季
を
中
心
と
し

て
周
年
的
に
狩
猟
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
と
結
論
づ
け
ら
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
本
研
究
は
、
縄
文
時
代
に
生
き
た
人
々
の
生
業
の
一
端

と
し
て
、
鳥
浜
貝
塚
で
行
わ
れ
て
い
た
ニ
ホ
ン
ジ
カ
を
対
象
と
す
る
狩
猟

活
動
の
時
季
を
復
元
し
た
。

下
末
吉
台
地
東
端
部
日
吉
地
区
に
お
け
る

歴
史
生
態
学
的
研
究

―
縄
文
時
代
前
期
以
降
の
堆
積
環
境
・
植
生
変
遷
を
中
心
に
―

太
刀
川　

彩
子

　

歴
史
生
態
学
は
、
人
間
の
営
為
と
自
然
の
営
力
の
関
係
史
を
紐
解
く
領

域
で
、
人
間
と
自
然
が
関
係
し
合
う
こ
と
で
生
じ
た
歴
史
的
産
物
を
景
観

（landscape

）
と
捉
え
、
複
数
の
分
析
手
法
や
代
替
指
標
（
プ
ロ
ク

シ
ー
）
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
景
観
形
成
史
の
復
元
を
目
指
す
。
本
研

究
の
目
的
は
、
こ
う
し
た
「
マ
ル
チ
プ
ロ
ク
シ
ー
」
の
研
究
法
を
参
照
枠

と
し
、
異
な
る
地
形
面
で
採
取
さ
れ
た
ボ
ー
リ
ン
グ
コ
ア
に
対
し
て
複
数

の
分
析
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
下
末
吉
台
地
東
端
部
に
位
置

す
る
日
吉
地
区
の
人
間
活
動
と
自
然
環
境
の
関
係
史
を
描
く
こ
と
で
あ
る
。

対
象
試
料
は
、
①
鶴
見
川
下
流
の
沖
積
地
に
向
か
っ
て
開
口
す
る
小
谷
戸

「
箕
輪
町
」、
②
小
河
川
が
刻
ん
だ
小
谷
戸
内
奥
「
下
田
町
」、
③
台
地
内

の
狭
小
な
谷
戸
「
蝮
谷
」
と
い
う
３
地
点
で
、
浅
層
ボ
ー
リ
ン
グ
に
よ
っ

て
採
取
し
た
コ
ア
サ
ン
プ
ル
で
あ
る
。

　

研
究
方
法
は
、
土
質
の
観
察
と
放
射
性
炭
素
年
代
測
定
、
堆
積
ス
ピ
ー

ド
・
粒
径
分
析
・
珪
藻
分
析
に
よ
る
堆
積
環
境
の
推
定
、
花
粉
分
析
・
プ

ラ
ン
ト
・
オ
パ
ー
ル
分
析
に
よ
る
古
植
生
復
元
、
考
古
学
的
情
報
や
史
料

と
の
照
合
で
あ
る
。
堆
積
環
境
の
様
相
に
つ
い
て
は
、
堆
積
物
の
土
質
や

粒
径
、
含
ま
れ
る
珪
藻
化
石
、
年
代
測
定
結
果
に
も
と
づ
く
堆
積
ス
ピ
ー

ド
の
推
定
値
を
す
り
合
わ
せ
る
こ
と
で
検
討
し
た
。
ま
た
、
堆
積
物
中
に

残
存
す
る
花
粉
や
プ
ラ
ン
ト
・
オ
パ
ー
ル
の
定
量
的
分
析
か
ら
、
台
地
上

と
低
地
の
古
植
生
変
遷
を
そ
れ
ぞ
れ
推
定
し
、
縄
文
時
代
か
ら
中
近
世
に

い
た
る
考
古
学
的
遺
跡
の
分
布
状
況
と
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
当
地
に
暮
ら

し
て
い
た
人
々
と
環
境
の
関
係
史
を
推
定
し
た
。
結
果
、
特
に
以
下
の
三

点
の
知
見
を
得
た
。

　
（
１
）
縄
文
時
代
前
期
は
台
地
上
に
て
多
く
の
集
落
遺
跡
や
貝
塚
が
発

見
さ
れ
、
完
新
世
の
気
候
変
動
に
伴
う
縄
文
海
進
期
に
相
当
す
る
。
こ
の

時
期
、
台
地
上
に
は
コ
ナ
ラ
属
コ
ナ
ラ
亜
属
や
ク
マ
シ
デ
属
―
ア
サ
ダ
属

を
中
心
と
す
る
落
葉
広
葉
樹
林
が
広
が
っ
て
お
り
、
南
関
東
に
お
け
る
植

生
変
遷
の
傾
向
と
整
合
す
る
。
た
だ
し
、
地
点
①
は
標
高
二
・
四
ｍ
以
下

に
貝
片
混
じ
り
の
浅
海
堆
積
物
が
認
め
ら
れ
る
の
に
対
し
、
地
点
②
と
③

で
は
縄
文
海
進
期
の
確
実
な
堆
積
物
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
内
陸
か
ら
の

堆
積
・
浸
食
作
用
と
、
海
進
・
海
退
に
よ
る
堆
積
・
浸
食
作
用
が
せ
め
ぎ

合
う
な
か
で
、
各
谷
戸
の
環
境
は
異
な
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

　
（
２
）
日
吉
地
区
と
い
う
比
較
的
狭
い
空
間
で
、
地
形
条
件
が
異
な
る

地
点
を
選
定
し
て
花
粉
分
析
を
行
う
こ
と
で
、
検
出
さ
れ
る
植
物
群
に
地
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（
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六
七

点
間
で
異
な
る
時
期
と
類
似
す
る
時
期
が
認
め
ら
れ
た
。
縄
文
時
代
晩
期

以
降
、
地
点
①
で
は
シ
イ
ノ
キ
属
が
優
占
種
と
な
る
が
、
地
点
②
で
は
ア

カ
ガ
シ
亜
属
と
シ
イ
ノ
キ
属
が
拮
抗
し
て
検
出
さ
れ
た
。
こ
れ
は
斜
面
部

の
傾
斜
な
ど
植
物
の
生
育
条
件
の
違
い
に
因
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
、
３
地
点
す
べ
て
の
上
位
層
に
お
い
て
圧
倒
的
な
マ
ツ
属
の
卓
越
が
認

め
ら
れ
、
江
戸
幕
府
に
よ
る
植
樹
の
奨
励
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
（
３
）
プ
ラ
ン
ト
・
オ
パ
ー
ル
分
析
に
よ
っ
て
、
地
点
①
の
縄
文
時
代

晩
期
以
降
の
層
か
ら
水
田
化
を
示
唆
す
る
結
果
が
得
ら
れ
た
。
し
か
し
遺

跡
の
分
布
状
況
は
、
縄
文
時
代
晩
期
の
人
間
活
動
が
当
地
で
ほ
と
ん
ど
な

か
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
鶴
見
川
の
沖
積
低
地
に
接
す
る
下
末
吉
台
地

縁
辺
の
小
谷
戸
に
水
田
が
形
成
さ
れ
る
の
は
、
台
地
上
に
大
集
落
が
形
成

さ
れ
る
弥
生
時
代
中
期
後
葉
以
降
だ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

二
〇
一
九
年
度
卒
業
論
文
題
目

〔
日
本
史
学
専
攻
〕

昭
和
前
期
の
朝
鮮
に
お
け
る
内
外
地
民
間
交
流

　

―
婚
姻
・
文
化
事
業
・
教
育
を
通
し
て
― 

井
上　

晴
賀

近
世
近
代
内
戦
の
描
か
れ
方

　

―
戊
辰
戦
争
・
西
南
戦
争
を
例
と
し
て
― 

石
崎　

緋
理

江
戸
時
代
に
お
け
る
カ
ク
キ
ュ
ー
八
丁
味
噌
の
大
豆
仕
入
れ
の
考

　

察
―
上
州
、
災
害
と
の
関
わ
り
か
ら
― 

今
津　

優
香

昭
和
研
究
会
の
動
向
と
知
識
人
た
ち
の
対
外
思
想
変
遷

　

―
政
治
学
者
を
例
に
― 

木
島　

詩
織

太
平
洋
戦
争
下
に
お
け
る
娯
楽
政
策
と
音
楽

　

―
戦
時
体
制
下
を
生
き
た
音
楽
家
た
ち
― 

障
子　

夏
実　

明
治
期
か
ら
昭
和
期
に
か
け
て
の
国
語
問
題

　

―
言
文
一
致
と
標
準
語
― 

鈴
木
緒
里
恵

缶
コ
ー
ヒ
ー
市
場
の
変
遷 

浪
久　

彩
芳

日
清
戦
後
の
教
育
勅
語
―
文
部
大
臣
西
園
寺
公
望
に
よ
る
教
育
勅

　

語
改
訂
計
画
を
中
心
に
― 

難
波　

知
希

坂
本
龍
馬
の
現
在
に
お
け
る
評
価
の
妥
当
性

　

―
坂
本
龍
馬
は
本
当
に
幕
末
の
風
雲
児
だ
っ
た
の
か
― 

松
岡　
　

海

河
田
正
矩
の
周
辺
環
境
と
思
想
の
検
討 

峯
岸　

雄
太

大
坂
・
堂
島
の
米
会
所
の
形
成
と
そ
の
発
展
に
つ
い
て 

天
野　

拓
真

織
田
政
権
と
朝
廷



史
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―
信
長
と
官
位
を
巡
る
問
題
を
中
心
に
― 

石
川　

雄
大

英
国
の
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
―
一
九
世
紀
後
半
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
の

　

英
国
で
の
日
本
文
化
流
行
― 

内
山　

美
佳

江
戸
期
「
教
育
」
と
現
代
「
教
育
」 

小
川　

滉
太

開
港
期
の
横
浜
に
お
け
る
地
理
と
開
港
場
周
辺
村
民
の
生
活

 

久
保
寺　

慶

大
山
御
師
の
下
総
国
に
お
け
る
檀
廻
―
檀
家
帳
等
の
諸
資
料
を
も

　

と
に
し
た
村
山
坊
と
景
弓
家
の
比
較
― 

黒
石　

彩
花

私
塾
・
蔵
春
園
の
研
究 

佐
々
木
史
哉

将
軍
家
光
の
二
人
の
「
母
」

　

―
江
と
春
日
局
― 

高
橋　

朝
香

絵
図
か
ら
読
み
取
る
蝦
夷
・
千
島
地
域
に
対
す
る
江
戸
幕
府
の
認

　

識
と
政
策
の
変
化 

露
口　

武
士

幕
末
維
新
期
に
お
け
る
陽
明
学
の
受
容

　

―
佐
藤
一
斎
・
大
塩
中
斎
・
春
日
潜
庵
を
比
較
し
て
― 
中
村
鷹
太
郎

天
正
一
四
年
「
北
条
氏
照
朱
印
状
」
に
関
す
る
諸
考
察 
宮
崎　

宏
輔　

変
わ
り
ゆ
く
横
浜
の
港
、
そ
の
進
歩
と
発
展
の
過
程
に
つ
い
て
の

　

研
究 

佐
々
木
花
音

山
科
言
継
と
二
人
の
将
軍

　

―
戦
国
時
代
を
生
き
た
公
家
― 

高
橋
理
佐
子

「
聖
徳
太
子
」
の
名
と
称
号 

公
家　

怜
亮

准
母

　

―
役
割
変
遷
と
そ
の
分
岐
点
― 

田
中　

晶
子

東
京
市
電
の
「
黄
金
期
」
経
営
の
裏
側 

井
出　

正
清

横
浜
鉄
道
の
経
営
と
そ
の
開
業
効
果
に
つ
い
て 

加
藤　

良
佳

戦
時
金
融
金
庫
証
券
部
に
よ
る
株
式
市
場
安
定
操
作 

久
保
田
航
祐

恤
救
規
則
に
よ
る
国
費
救
済
の
実
態

　

―
東
京
府
芝
区
に
焦
点
を
当
て
て
― 

諸
星　

智
輝

尾
去
沢
鉱
山
と
周
辺
地
域
の
発
展 

吉
田
夏
津
子

〔
東
洋
史
学
専
攻
〕 

中
国
残
留
孤
児
報
道
：
日
中
メ
デ
ィ
ア
が
描
い
た
中
国
残
留
孤
児

　

像
―「
読
売
新
聞
」
と
「
人
民
日
報
」
を
例
に
― 

稲
垣
ひ
よ
り

「
清
真
菜
」
の
歴
史
と
現
在 

沈　
　

佳
謡

一
九
世
紀
前
半
の
エ
ジ
プ
ト
に
お
け
る
灌
漑
制
度
の
近
代
化
と
社

　

会
変
容 

川
村　

隆
真

「
ナ
ク
バ
」
の
起
源
―
委
任
統
治
時
代
末
期
に
お
け
る
パ
レ
ス
チ
ナ

　

社
会
の
変
容
を
中
心
に
― 

武
田　

美
紀

古
代
祭
祀
の
研
究

　

―
祭
祀
に
関
わ
る
文
化
人
類
学
― 

劉　
　
　

幸

唐
代
に
お
け
る
公
主
の
政
治
関
与

　

―
太
平
公
主
を
中
心
に
― 

鈴
木　

雅
愉

古
代
中
国
の
房
中
養
生

　

―
馬
王
堆
漢
墓
出
土
資
料
を
中
心
に
― 

長
井　

優
樹

始
皇
帝
の
神
仙
思
想

　

―『
史
記
』
の
記
述
の
分
析
に
基
づ
い
て
― 

長
井　

理
紗

日
本
古
代
中
世
に
お
け
る
死
生
観

　

―
死
体
は
穢
い
の
か
― 

若
菜　

勇
太
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イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
か
ら
見
た
一
七
世
紀
後
半
の
エ
ジ
プ
ト 

　

―
宝
石
商
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ブ
ラ
ウ
ン
の
旅
行
記
を
も
と
に
―

 

歌
原　

理
美

オ
ス
マ
ン
帝
国
治
下
の
ア
ル
メ
ニ
ア
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
共
同
体

　

―
一
八
世
紀
後
半
〜
一
九
世
紀
前
半
の
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
と
ア
レ

　
　

ッ
ポ
を
中
心
に
― 

川
瀬　

桃
子

イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
と
中
国
に
お
け
る
奴
隷
像
の
比
較

　

―
中
世
の
文
学
作
品
を
通
し
て
― 

安
良
岡
芽
依　

エ
ジ
プ
ト
人
女
性
の
ヴ
ェ
ー
ル
を
抑
圧
と
捉
え
る
べ
き
か

　

―
女
性
の
声
と
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
中
心
に
考
え
る
―

 

前
田　

夏
香

オ
ス
マ
ン
朝
の
ワ
ク
フ

　

―
公
共
・
相
続
・
政
治
利
用
の
側
面
を
中
心
に
― 

大
菊　

紗
良

ク
ル
ド
民
族
主
義
運
動
の
変
遷
―
ベ
デ
ィ
ル
ハ
ー
ン
一
族
に
よ
る

　

ク
ル
ド
文
化
復
興
運
動
を
中
心
に
― 
萩
野　

千
賀

セ
リ
ム
三
世
の
軍
制
改
革 
内
田　

貴
啓　

オ
ジ
ェ
・
ギ
ス
ラ
ン
・
ド
・
ビ
ュ
ス
ベ
ク
『
ト
ル
コ
書
簡
集
』
か

　

ら
見
ら
れ
る
「
ト
ル
コ
人
」
の
日
常
と
気
質 

衣
川　
　

泉　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
イ
ズ
ニ
ク
陶
器
の
関
係 

小
林　

春
奈　

中
世
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
お
け
る
ク
ル
ド
人

　

―
イ
ド
リ
ス
・
ビ
ト
リ
ス
ィ
ー
を
例
に
― 

坂
口　

安
那

一
六
世
紀
の
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
の
市
場

　

―
カ
パ
ル
・
チ
ャ
ル
シ
ュ
を
中
心
に
― 

鈴
木　

佳
苗

オ
ス
マ
ン
朝
・
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
を
通
し
て
み
る
遊
牧
民
の
動
き

 

高
橋　

瑞
穂

イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
に
お
け
る
女
性
の
在
り
方
の
変
遷
と
そ
の
考
察

 

山
本
ま
い
か

〔
西
洋
史
学
専
攻
〕

第
二
次
世
界
大
戦
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
の
対
独
協
力

　

―
ピ
エ
ー
ル
・
ラ
ヴ
ァ
ル
の
事
例
か
ら
― 

横
山　

優
人

ト
ル
ー
マ
ン
・
ド
ク
ト
リ
ン
と
そ
の
狙
い

　

―
対
外
政
策
と
国
内
政
治
の
観
点
よ
り
― 

松
本　

健
嗣

「
大
量
移
民
の
時
代
」
の
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
に
お
け
る
イ
タ
リ

　

ア
人
と
そ
の
同
化
に
つ
い
て 

石
澤　

恵
佑

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
と
同
化
に
関
す
る
考
察

 

藤
生　

遥
向

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
メ
デ
ィ
ア
を
使
っ
た
大
衆
操
作

　

―
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
の
先
駆
者
ヘ
ッ
ダ
・
ホ
ッ
パ
ー
の
事

　
　

例
か
ら
― 

門
間　

洋
介　

ヒ
ャ
ル
マ
ル
・
シ
ャ
ハ
ト
の
「
戦
争
犯
罪
」―
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ

　

の
戦
争
準
備
へ
の
関
与
を
め
ぐ
っ
て
― 

酒
本　

泰
輔

イ
ギ
リ
ス
女
性
参
政
権
運
動
に
お
け
る
エ
メ
リ
ン
・
パ
ン
ク
ハ
ー

　

ス
ト
の
功
績 

塩
田　

円
佳

「
ド
ナ
ル
ド
と
戦
争
」―
デ
ィ
ズ
ニ
ー
・
ス
タ
ジ
オ
に
よ
る
プ
ロ
パ

　

ガ
ン
ダ
・
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
特
徴
と
ド
ナ
ル
ド
の
活
躍
―

 

清
水　

実
緒

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
ナ
チ
党
員
の
逃
亡
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
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―
ア
ド
ル
フ
・
ア
イ
ヒ
マ
ン
と
ク
ラ
ウ
ス
・
バ
ル
ビ
ー
の
事
例

　
　

か
ら
― 

外
和
実
希
子

一
九
世
紀
英
国
に
お
け
る
中
世
主
義

　

―
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ダ
イ
ス
の
事
例
か
ら
― 

錦　
　

志
帆

美
貌
の
販
売
―
マ
ッ
ク
ス
フ
ァ
ク
タ
ー
の
生
涯
に
み
る
宣
伝
戦
略
―

 

船
田　

彩
織

カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
王
ア
ル
フ
ォ
ン
ソ
10
世
の
宗
教
政
策

　

―
特
に
ユ
ダ
ヤ
人
を
め
ぐ
っ
て
― 

柳
川　

京
子

フ
ラ
ン
ス
革
命
と
女
性
の
地
位 

西
田　

美
帆

一
九
世
紀
後
半
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
の
イ
ギ
リ
ス
に
移
住
し
た
東

　

欧
系
ユ
ダ
ヤ
人
移
民 

山
本　

桃
子

宗
教
改
革
と
政
治
―
ヘ
ン
リ
ー
八
世
治
世
下
に
お
け
る
統
治
機
構

　

改
革
を
め
ぐ
っ
て
― 

伊
藤　

玉
慧

一
七
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
コ
ー
ヒ
ー
ハ
ウ
ス
文
化
と
そ
れ
ら
が
も
た

　

ら
し
た
社
会
的
影
響 
大
内
あ
り
さ

ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
以
降
の
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
に
お
け
る
帝

　

国
と
領
邦
の
関
係
性
―
帝
国
裁
判
所
の
機
能
か
ら
見
た
帝
国
国

　

制
― 

越
智　

文
香

中
近
世
の
イ
タ
リ
ア
・
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
娼
婦
の
歴
史

　

―
娼
婦
と
公
権
力
の
関
係
・
高
級
娼
婦
を
二
軸
に
― 

梶
本　
　

伶　

中
世
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
複
式
簿
記
の
発
展
と
成
立 

金
子
慶
太
郎

一
六
〜
一
七
世
紀
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
魔
女
狩
り
」
の
過
激
化

　

と
そ
の
要
因 

川
上　

優
香

一
八
世
紀
初
頭
か
ら
一
九
世
紀
初
頭
の
イ
ギ
リ
ス
を
中
心
と
し
た

　

フ
リ
ー
メ
イ
ソ
ン
リ
ー
の
研
究 

西
田　

悠
人

ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
に
お
け
る
「
グ
ラ
ス
ノ
ス
チ
」
政
策
の
登
場
と

　

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
変
化 

橋
本　

拓
海

オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
の
栄
光
と
崩
壊
及
び
日
本
と
の
関
係

 

三
井　

康
平

フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
大
王
の
軽
部
隊
に
対
す
る
規
律
思
想
の
分
析
と
社

　

会
的
規
律
化
の
再
考
察 

森
脇　

大
樹

一
四
世
紀
ス
イ
ス
に
お
け
る
盟
約
者
団
と
連
帯
意
識 

小
野
田　

葵　

第
二
次
ポ
エ
ニ
戦
争
期
に
お
い
て
、
カ
プ
ア
及
び
タ
レ
ン
ト
ゥ
ム

　

に
対
し
、
ハ
ン
ニ
バ
ル
が
軍
事
協
定
を
結
ぶ
必
要
性
は
な
か
っ

　

た
の
で
は
な
い
か
？ 

國
屋　

紘
章

ウ
ル
ナ
ン
ム
王
讃
歌
と
シ
ュ
ル
ギ
王
讃
歌
に
お
け
る
神
々
と
の
近

　

親
表
現
に
つ
い
て
―
ウ
ト
ゥ
ヘ
ガ
ル
と
ウ
ル
ナ
ン
ム
の
関
係
性

　

に
焦
点
を
当
て
て
― 

中
隈　

大
介

一
六
七
〇
〜
一
六
七
一
年
の
仏
領
植
民
地
サ
ン
＝
ド
マ
ン
グ
に
お

　

け
る
白
人
反
乱
―
コ
ル
ベ
ー
ル
と
植
民
地
総
督
オ
ジ
ュ
ロ
ン
の

　

政
策
― 

フ
ォ
ー
ン
ク
ル
ッ
ク　

貴
博

ユ
リ
ア
事
件
―
何
故
紀
元
前
二
年
に
追
放
さ
れ
た
の
か
― 

川
崎　

早
織

帝
政
ロ
ー
マ
初
期
（
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
帝
時
代
）
の
グ
ア
ダ
ル
キ

　

ビ
ル
川
流
域
に
於
け
る
オ
リ
ー
ヴ
油
―
ア
ン
フ
ォ
ラ
と
そ
の
生

　

産
に
関
わ
っ
た
奴
隷
に
つ
い
て
― 

近
野　

成
美

前
一
世
紀
〜
後
一
世
紀
に
お
け
る
オ
ス
テ
ィ
ア
の
伝
染
病
リ
ス
ク

　

の
考
察
―
テ
ヴ
ェ
レ
川
と
沼
地
の
影
響
の
検
討
を
中
心
に
―

 

空　
　

稚
那



彙
　
報

）

一
七
一　
（
一
七
一

デ
キ
ウ
ス
帝
迫
害
の
再
検
討

　

―
ロ
ー
マ
宗
教
史
の
視
点
か
ら
― 

萩
原　

将
史

一
一
世
紀
末
に
お
け
る
ビ
ザ
ン
ツ
影
響
下
の
バ
ル
カ
ン
半
島
と
そ

　

の
実
態
―
第
一
回
十
字
軍
史
料
に
お
け
る
ペ
チ
ェ
ネ
グ
人
を
手

　

掛
か
り
に
― 

橋
口
遼
太
郎

ア
ド
ニ
ア
祭
に
お
け
る
ヘ
タ
イ
ラ 

山
村　
　

舞

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
に
お
け
る
女
性
の
服
装
改
革
と
サ
イ
ク
リ
ン
グ

　

―T
he Buckm

an Papers
を
通
し
て
― 

内
山
く
る
み

日
英
同
盟
期
に
お
け
る
英
国
の
日
本
観 

新
井　
　

澪　

「
ニ
グ
ロ
・
リ
ー
グ
」
創
設
者
ル
ー
ブ
・
フ
ォ
ス
タ
ー
と
黒
人
差

　

別
に
つ
い
て
の
考
察 

―
シ
カ
ゴ
に
お
け
る
黒
人
新
聞
の
分
析

　

を
通
し
て
― 

大
和
久
大
志

第
二
次
世
界
大
戦
期
の
サ
ラ
エ
ボ
に
お
け
る
、
各
宗
教
コ
ミ
ュ
ニ

　

テ
ィ
の
動
向
と
人
々
の
協
力
関
係
に
見
る
サ
ラ
エ
バ
ン
の
精
神

 
奥
山
信
二
郎

一
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
ジ
ョ
ッ
キ
ー
ク
ラ
ブ
が
果
た
し
た

　

役
割
―『
レ
ー
シ
ン
グ
カ
レ
ン
ダ
ー
』
と
『
ス
タ
ッ
ド
ブ
ッ
ク
』

　

の
分
析
を
中
心
に
― 

小
野
田
天
馬

戦
後
ド
イ
ツ
の
ト
ル
コ
人
問
題

　

―
ゾ
ー
リ
ン
ゲ
ン
市
の
事
例
― 

加
藤　

聖
名

ケ
ロ
ッ
グ
社
の
広
告
か
ら
見
る
一
九
世
紀
末
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る

　

シ
リ
ア
ル
の
普
及 

刈
田
恵
理
子

オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
移
民
教
育
の
現
状
と
そ
の
政
策
―
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

　

の
調
査
報
告
書
を
も
と
に
― 

 

香
田　

里
奈

フ
ラ
ン
ス
、
ア
ル
ザ
ス
地
域
の
フ
ロ
ン
タ
リ
エ
か
ら
見
る

　

IN
T

ERREG PRO
GRA

M

の
意
義 

 

高
井　

梨
花

初
期
社
会
主
義
か
ら
見
る
サ
ル
ダ
ー
の
思
想 

刀
根　

聡
平

食
と
農
業
か
ら
見
る
中
世
イ
ベ
リ
ア
半
島
の
キ
リ
ス
ト
教
社
会
と

　

異
教
徒 

宮
田　

瀬
奈　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
お
け
る
飢
餓
（
一
九
三
二
〜
三
三
）
の
農
業
集
団

　

化
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
化
の
関
連
性 

宮
本　
　

諒　

イ
ギ
リ
ス
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
お
け
る
流
行
の
変
遷
と
民
衆
意
識
の

　

関
連
性
―
ト
ー
マ
ス
＝
バ
ー
バ
リ
ー
の
生
涯
― 

久
保
真
穂
子

ド
イ
ツ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
一
八
七
一
年
の
ド
イ
ツ
統
一
に
与

　

え
た
影
響
―
小
ド
イ
ツ
主
義
・
大
ド
イ
ツ
主
義
が
描
い
た
ド
イ

　

ツ
国
家
像
― 

馬
場
翔
太
郎

中
立
国
に
お
け
る
対
独
協
力
者
と
ナ
チ
ズ
ム
と
の
関
係
―「
裏
切

　

者
」
ヴ
ィ
ト
ク
ン
・
ク
ヴ
ィ
ス
リ
ン
グ
を
中
心
に
― 

平
松　

祥
梧

ノ
ル
マ
ン
征
服
期
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
修
道
院

　

―
ラ
ン
フ
ラ
ン
ク
の
慣
習
律
を
中
心
に
― 

市
原　

理
仙

イ
ギ
リ
ス
産
業
革
命
後
の
人
材
を
育
成
し
た
教
育
機
関
と
イ
ギ
リ

　

ス
経
済
の
関
わ
り
―
様
々
な
教
育
機
関
に
よ
る
役
割
分
担
的
教

　

育
― 

長
瀬　

綾
乃

〔
民
族
学
考
古
学
専
攻
〕

大
宰
鴻
臚
館
跡
出
土
青
磁
褐
彩
の
生
産
地
再
検
討
―
胎
土
に
黒
点

　

を
含
む
い
わ
ゆ
る
懐
安
窯
産
中
国
陶
磁
に
お
け
る
一
考
察
―

 

津
久
井　

駿



史
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一
七
二　
（
一
七
二

近
現
代
に
お
け
る
寺
社
石
灯
籠
の
形
態
に
関
す
る
分
析
―
愛
知
県

　

岡
崎
市
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
― 

菊
池
ま
ど
か

鎌
倉
時
代
に
お
け
る
日
本
刀
の
形
態
と
刀
身
彫
刻
の
関
係　

近
藤　

優
里

高
松
市
に
お
け
る
う
ど
ん
店
舗
の
出
店
分
析 

堀
家　

魁
心

近
世
変
形
五
輪
塔
に
見
る
形
式
変
化
の
基
礎
的
研
究
―
江
戸
府
内

　

に
お
け
る
石
塔
の
要
素
交
換
― 

松
井　

智
輝

離
島
に
お
け
る
人
々
の
水
利
用
を
め
ぐ
る
発
展
の
歴
史

　

―
式
根
島
を
事
例
に
― 

渡
邉
浩
史
郎

フ
ァ
イ
ユ
ム
の
書
と
古
代
エ
ジ
プ
ト
の
ワ
ニ
の
図
像
表
現　

許
斐
さ
く
ら

古
代
エ
ジ
プ
ト
第
一
八
王
朝
に
お
け
る
壁
画
の
時
期
推
定
―
マ
ル

　

カ
タ
南
「
魚
の
丘
」
遺
跡
の
彩
画
片
を
事
例
に
― 

逢
坂　
　

暖

関
東
江
戸
時
代
人
の
ク
リ
ブ
ラ
・
オ
ル
ビ
タ
リ
ア

　

―
身
分
・
階
層
間
に
お
け
る
出
現
頻
度
の
比
較
― 

小
林　

有
香

江
戸
時
代
人
骨
か
ら
見
る
骨
梅
毒 

齊
藤　

令
菜

通
に
お
け
る
鯨
文
化
の
創
成 
牧
野　
　

純

江
戸
時
代
人
に
お
け
る
側
頭
筋
付
着
部
形
態
の
評
価
と
そ
の
応
用

　

―
増
上
寺
子
院
群
と
崇
源
寺
・
正
見
寺
遺
跡
を
対
象
に
― 

森　
　

瑛
正

ビ
ザ
ン
ツ
時
代
パ
レ
ス
チ
ナ
地
域
に
お
け
る
建
材
装
飾
研
究

　

―
ま
ぐ
さ
石
装
飾
の
分
析
を
も
と
に
― 

松
本　

健
佑

鉄
器
時
代
の
南
レ
ヴ
ァ
ン
ト
に
お
け
る
月
神
シ
ン
崇
拝
に
関
す
る

　

研
究
―
三
日
月
の
描
か
れ
た
ス
タ
ン
プ
印
章
の
分
析
を
中
心
に
―

 

大
平
高
太
郎

ス
ペ
イ
ン
・
イ
ス
ラ
ム
庭
園
に
お
け
る
伝
統
の
受
容
と
変
化
―
シ

　

リ
ア
ウ
マ
イ
ヤ
朝
期
と
後
ウ
マ
イ
ヤ
朝
期
の
比
較
を
通
じ
て
―

 

莊
野　

純
生

後
期
青
銅
器
時
代
の
ラ
ス
・
シ
ャ
ム
ラ
に
お
け
る
チ
ャ
リ
オ
ッ
ト

　

の
タ
イ
プ
に
つ
い
て 

野
曽
原　

建

西
ア
フ
リ
カ
音
楽
の
日
本
に
お
け
る
実
践
と
受
容 

大
内　

あ
い

浴
場
・
旅
館
・
薬
師
堂
か
ら
み
る
俵
山
温
泉
の
外
湯
景
観　

江
方　

望
佑

サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
巡
礼
路
が
生
み
出
す
多
様
な
主
体
の
繋
が
り

 

岩
本　

夏
実

オ
セ
ア
ニ
ア
の
カ
ヌ
ー
の
素
材
と
島
々
の
植
生 

甲
斐
理
紗
子

横
浜
中
華
義
荘
の
役
割
変
遷

　

―
墓
標
の
分
布
・
銘
文
か
ら
見
る
華
僑
の
根
付
き
― 

春
日　

佑
仁

ハ
ワ
イ
ア
ン
キ
ル
ト
の
観
光
資
源
化 

黒
田
恵
美
里

県
外
移
住
者
の
暮
ら
し
に
沖
縄
「
ら
し
さ
」
は
表
出
す
る
か

　

―
横
浜
市
鶴
見
区
を
事
例
と
し
て
― 

名
取　

莉
愛

埋
蔵
文
化
財
保
護
体
制
の
展
開
に
つ
い
て
の
多
国
間
比
較

　

―『
先
住
民
と
考
古
学
』
に
着
目
し
て
― 

池
田　

桜
子

石
人
石
馬
の
変
遷
に
関
す
る
研
究 

神
尾　
　

啓

国
分
僧
寺
と
国
分
尼
寺
の
位
置
関
係
に
関
す
る
歴
史
地
理
学
的
考

　

察 

伊
藤　

周
也

薄
葬
令
が
古
代
墳
墓
造
営
に
与
え
た
影
響
に
関
す
る
考
古
学
的
研

　

究 

伊
藤　

遼
河

古
代
東
北
地
方
に
お
け
る
仏
教
受
容
の
様
相 

坂
倉　

萌
香

古
墳
壁
画
に
描
か
れ
る
四
神
・
十
二
支
・
星
宿
の
系
譜
に
関
す
る

　

研
究 

高
木　

優
花

中
空
動
物
形
土
製
品
の
用
途
・
機
能
に
つ
い
て
の
研
究 

堤　
　

優
香
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保
存
活
用
計
画
か
ら
み
る
文
化
財
活
用
の
動
向 

寺
井　

瑞
季


